














What the MOTHERS' LIFE SUPPORTERS, Registered NPO 
and the Incisive Performance Would Mean in This Society
－ Mothers have at Last Started to Create Their New Social Systems Beyond 



























































　NPO 法人マザーズライフサポーターは，2013 年 8 月，代表を務める伊藤理恵とその知人たち
によって設立された．その立ち上げメンバーはわずか 6 名に過ぎない（2 週間後に 1 人が抜けた
ため，実質的な立ち上げは 5 名である）．ところが，その後，後述するように急速に主婦たちか








































　第 1 に，nico mama（ニコママ）という育児フリーペーパーがある（写真 1 － 1 参照）．三重
県の中・北勢地域を範囲として，取材から編集までマザーズライフサポーターのメンバーによっ





















なくても，法人会員や協力は続々集まるようになっている．2017 年 7 月現在，67 件の法人会員
と 140 店舗（協力店）が育児情報誌 nico mama に掲載されている．法人会員からの協力費はお
およそ年間 120 万円にのぼり，発行部数も 3500 部から 5000 部と増刷されている．また，母子手
帳の配布と同時にこの育児情報誌 nico mama が配られ，この認知度は高まるとともに，子連れ
でも安心して街に出ることを助けるための貴重な情報誌の地位を確立しているといっても言い過
ぎではない．
　第 2 に，nico mama café（ニコママカフェ）という一つの空間がある（写真 1 － 2 ～ 3・参
照）．このカフェは，古い民家を改造して 2013 年 10 月に開設された（当初の家賃は月 1 万円で
あったが，現在は 5 万円）．このカフェの目的は，マザーズライフサポーターの事務所機能（あ





は，子連れの母親専用の託児サービスと仮眠室（リラクゼーション）がある（写真 1 － 4・参
照）．つまり，子どもとキッズスペースで「親子で遊ぶ」ことも可能であるとともに，少々疲れ
た母親には，子どもを保育スタッフに預け，「ママの自分時間」を仮眠室でのんびり過ごすこと






　第 3 に，smile（スマイル）という託児サービスがある（写真 1 － 6・参照）．smile は主に 4
種類のサービスがあり，託児スタッフの自宅で子どもを預かるスマイル託児，利用者の自宅に託
児スタッフを招き子どもの面倒をみるスマイルシッター，nico mama café 内のキッズルームを
利用した子どもの一時預かり（スマイルルーム，写真 1 － 7 ～ 8・参照），イベント会場などの
施設で複数の託児をする企業や個人事業主向けのスマイルシッターズがある．いずれも利用者と
保育スタッフの都合に合わせた託児サービスが展開されている．smile の年間利用者（2016 年度
写真１－ 5 写真１－ 6



















　第 5 に，nico mama select（ニコママセレクト）といわれる三重県内の農家と直接提携して農
産物の販売・PR を行っているものがある．母親たちは子どもに食べさせたいと思う，すなわち，
母親自らがセレクトした良質な農産物（主に野菜が中心）を提携農家に引き取りに行き，さらに





スも行い，nico mama select の年間利用者は 2000 人以上である．
写真１－ 9 写真１－ 10
66
NPO法人マザーズライフサポーターの痛快な歩みが意味するもの




























　本章では，2017 年 7 月～ 10 月（3 回），マザーズライフサポーターの立ち上げメンバーを含む
コアメンバーに対するヒアリング調査，および 2017 年 9 月，マザーズライフサポーターがメン
バーを対象に実施したアンケート調査結果を参考にし，女性たちの生活状況，家庭状況，「夫」
との関係などについて，その実態を明らかにしたい．なお，アンケートの回答者は 31 人と決し





　第 1 に，彼女たちの起床・就寝時間をみると（表 2 －１・参照），6 時前後に起きている人が
多く，就寝時間（表 2 － 2・参照）は 23 時前後であるため，1 日の活動時間はおおよそ 17 ～ 18
時間であろう．このうち，「自分だけの自由な時間」をみると（表 2 － 3・参照），2 時間未満が
全体の 7 割を占めていることから判断して，1 日の大半を子育てと家事に専念している女性たち
の姿が浮かび上がる．とくに，「平日（夫が休み以外）で子どもだけと過ごす時間は何時間か」
という問いに対して（表 2 － 4・参照），大半は「4 時間以上」としている．さらに，「自分だけ
表 2－ 1　起床時間
5 時前 1
5 時から 6 時頃 13
6 時から 7 時頃 12






21 時から 22 時 7
22 時から 23 時 10






30 分以上 1 時間未満 9
1 時間以上 2 時間未満 9






































おり（表 2 － 6・参照），自分のことは脇に置き，「母親」もしくは「妻」として子どもや家庭の
ことを考えていることが見て取れる．まさに上述したように彼女たちの余裕のなさが伝わってく

































－ 8・参照），約 8 割が「夫」と回答している．彼女たちが求める協力者とは，「夫」その人にほ
かならないのだ．しかし，「夫は一日どのくらい家事をしますか」という問いに対して一番多
かった答えは（表 2 － 9・参照），「全くしない」が 11 人，「30 分程度」が 16 人で，両者を合わ
せると約 9 割を占め，彼女たちが求める協力になかなか応えられていない「夫」の姿が浮かぶ．
また，「悩みの相談相手」としては（表 2 － 10・参照），半数以上が「夫」と回答しており，精
神的な拠り所でもあることに違いはないのだが，「夫」との「1 日の会話」の時間をみると（表 2
－ 11・参照），「30 分未満」が 8 人，「30 分以上 1 時間未満」が 9 人と，彼女たちの悩みを打ち
明けるための時間が充分に用意されているわけではない．このような「夫」の不在という状況か
ら明らかなように，家事や子育てが彼女たちだけに負わされ，焦りや不安がその内部に蓄積して




































総　計 31表 2－ 11　夫との会話
30 分未満 8
30 分以上 1 時間未満 9
1 時間以上 2 時間未満 10



































































































　第 1 に，「夫」の休日の過ごし方をみると（表 2 － 14・参照），「子どもと一緒に遊ぶ」が全体
の約 7 割を占めている．また，家族全員での外食をみると（表 2 － 15・参照），約 6 割は「週に




　第 2 に，「毎月夫から生活費をいくらもらっているか」という問いをみると（表 2 － 17・参
照），「10 万円以上 15 万未満」が 9 人，「15 万以上 20 万円未満」が 6 人，「20 万円以上」が 6 人
と，家庭に収める額は決して小さくないであろうし，自分のお小遣いを切り詰めながらも，家族
のために「我慢している夫」の姿が浮かぶ．
　第 3 に，平日の「夫」たちの起床・帰宅・就寝時間をみると（表 2 － 18，表 2 － 19，表 2 －

































5 万以上 10 万未満 6
10 万以上 15 万未満 9
































5 時から 6 時 7
6 時から 7 時 17






18 時から 20 時 13







21 時から 22 時 3
22 時から 23 時 10















あるいは経営者である．さらに，その「承包者」から第 2，第 3 への「承包者」へと繋がり，1
人の「出包者」から無数の人びとが繋がり「人と人」の関係が広がっていることが示されてい
る．もっとも，このような「人と人」の結びつきだけで，「包」の構造を理解することはできな






包者」を起点として，第 1，第 2，第 3 の「承包者」へと人びとが繋がっていくことは，仕事を
他者に請け負わせているだけに過ぎず，第 1，第 2 の「承包者」の自己努力の欠如があるとする．











　このような停滞論に対して，加藤は，写真 3 － 1 の「人」と「人」の関係性に着眼し，そこに
「対等性・水平性」の関係を見出す．すなわち，「人」と「人」は上下関係で結ばれているわけで












































ンバーに声かける．農家が必要とする作業者は 3 人であり，図 2 で示されているように②番，⑤
番，⑦番の女性たちが手を挙げ，農家に向かうことになる．ただし，マザーズライフサポーター
では，この 3 名のほかに，子どもを見守る係としてそのメンバーも募る．そして，④番，⑩番，
⑫番の女性たちが，②番の 2 人の子ども，⑤番の 1 人の子ども，⑦番の 1 人の子ども，さらに自
分たちの子どもたち 5 名を加え，合計 9 名の子どもたちの子守の仕事に就く．つまり，本来であ


























































































1 　この張り紙は，2017 年 11 月，川村が名古屋市内のあるお店の店頭に貼ってあるのを発見し，写真に
収めたものである．
2 　この活動は 2017 年 1 月 28 日付けの“日本農業新聞”にも紹介されている．
3 　バローは岐阜県多治見市に本部を置くスーパーマーケットである．岐阜，愛知を中心に 214 店を展開
している（2017 年 6 月現在）．なお，三重県には 8 店が営業している．


































































求めた中国研究の核心　　」（その一）（ICCS 現代中国学ジャーナル　第 10 巻，第 1 号　国際中国学研
究センター）
村松祐次（1949）『中国経済の社会態制』（東洋経済新報社）
